
金沢文庫 歴史博物館 生命の星・地球博物館

◆展覧会の名称及び日程は現時点での予定となります。最新の情報は各館のホームページ等でご確認ください。

住所 〒250-0031 小田原市入生田499
電話 0465-21-1515
アクセス
 箱根登山鉄道「入生田(いりうだ)駅」から徒歩3分
休館日　月曜日（祝祭日は開館）　年末年始
　　　　　　館内整備日 燻蒸期間 ８月は無休
             休館日の詳細は
             ホームページをご覧ください。
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住所 〒236-0015 横浜市金沢区金沢町142
電話 045-701-9069
アクセス
 京浜急行「金沢文庫」駅東口からバスまたは徒
 歩12分、またはシーサイドライン「海の公園南口」
 駅から徒歩10分
休館日　月曜日（祝祭日は開館）　年末年始
　　　　　　展示替期間
            休館日の詳細は
            ホームページをご覧ください。

住所 〒231-0006 横浜市中区南仲通5-60
電話 045-201-0926
アクセス
 みなとみらい線「馬車道駅」5番出口から徒歩1
 分、JR根岸線「桜木町駅」新南口から徒歩5分、ま
たは市営地下鉄「関内駅」から徒歩5分
休館日　工事のため通年休館しています。建物の外
観はご覧いただけます。
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常設展（通年）

特別展 「国宝文選集注といただきもの！？」

県立金沢文庫が新たに集めた資料、寄託され

ている資料を中心に紹介します。称名寺の名宝

とともに、お楽しみください。

3/22～5/19

企画展「江戸当世図上旅行」

江戸時代、全国には53もの関所があり、「関

所破り」は死罪でした。自由な旅が難しかった

庶民にとって、旅本や絵図の上での気ままな

旅路は楽しかったに違いありません。本展示

では、当文庫所蔵の刷り物をとおして、江戸時

代の旅行の楽しみ方を追体験いたします。

5/24～7/21

特別展「茶の湯以前-中世鎌倉の「茶」-」

鎌倉時代を生きた人びとが贈答し、愛飲した

茶、鎌倉仏教、とくに密教儀礼の場で用いら

れた茶など、中世には多種多様な茶の用途

や機能がありました。「茶の湯」成立以前の、

日本中世の茶の歴史と文化の諸相を、ゆかり

の文化財を通じてご紹介いたします。

7/26～9/23

特別展 「久米田寺」

大阪府岸和田市の古刹・久米田寺は中世以

来の絵画や古文書など貴重な資料を伝える

寺院です。県立金沢文庫に隣接する横浜・称

名寺から多くの僧侶が仏法を学びに訪れて

おり、中世の両寺院には盛んな交流がありま

した。本展では、久米田寺と称名寺に伝来し

た資料や関連資料を一堂に集め、遠く離れた

ふたつの寺院の交流の歴史を解き明かしま

す。

9/28～11/24

特別展「運慶」

鎌倉時代初期に活躍した大仏師運慶の事

績を紹介します。運慶作品を保管する唯一の

公立博物館として平成23年以来、4回目の運

慶展です。今回は北条政子をはじめ、運慶と

鎌倉幕府の女性関係の造仏が、大変密接な

関係であったことを明らかにして行きます。

11/29～2/2

特別展「慶珊寺と富岡八幡宮の名宝」

武州富岡の古刹・慶珊寺には、足利尊氏な

どの武士の支援のもと、智感という僧侶が開

版した『大般若経』が伝わっています。東京大

学史料編纂所と県立金沢文庫はこの『大般

若経』の共同研究を進めてきました。本展で

はその研究成果をもとに、慶珊寺を中心とし

た富岡地域ゆかりの文化財をご紹介します。

2/7～3/23

特別展 「至高の宝蔵」
当文庫が収蔵する、国宝・重要文化財を中心

とする称名寺の名宝を、一堂に会します。

3/28～5/18（予定）

工事のため通年休館していま

す

企画展

「すな ーふしぎをみつけようー」

砂は、その土地によって異なる姿を見せる

「大地のかけら」です。本企画展では砂の多

様性、砂からわかる周辺の大地の特徴、博物

館で砂を集める意味などについて紹介するほ

か、砂が持つさまざまな性質について実験展

示などを通してわかりやすく説明します。

2/22～5/11

特別展

「初三郎式、かながわの描き方

－地形表現の科学－」
吉田初三郎・作「神奈川県鳥瞰図」

など大正から昭和初期に描かれた鳥

瞰図は、外観を挿し絵で表現した各所

旧跡などを紹介するだけでなく、立体

的に表現された地形が見どころになっ

ています。これらが生み出された時代

背景を人文科学的、地形表現を自然

科学的なアプローチで迫ります。

7/19～11/9

企画展

「自然史のアーカイブズ展（仮

称）」

博物館には、第一線の研究者やナチュラリ

ストらが作った資料が残されています。研究

の過程で生み出された生物画、フィールド

ノート、手紙、写真フィルムなど、標本以外の

知られざる資料を紹介し、それらを保存する

意義についても考えます。

2/21～5/10



近代美術館 鎌倉別館

1/10～3/26
10/22～1/15 

◆展覧会の名称及び日程は現時点での予定となります。最新の情報は各館のホームページ等でご確認ください。
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住所 葉山町一色2208-1　電話 046-875-2800

アクセス

　JR横須賀線「逗子駅」東口、京浜急行「逗子・葉山駅」南口から京浜急行バス「逗11､12系統

(海岸回り)」乗車、  「三ヶ丘・神奈川県立近代美術館前」下車

休館日

　・月曜日（祝日と振替休日は開館）

　・年末年始

　・展示替期間　※ホームページ等でご確認の上、ご来館ください。

開館時間　9:30～17:00（入館は16:30まで）

住所 鎌倉市雪ノ下2-8-1　電話 0467-22-5000

アクセス

JR横須賀線、江ノ島電鉄線「鎌倉駅」から徒歩15分

休館日

　・月曜日（祝日と振替休日は開館）

　・年末年始

　・展示替期間

   ※ホームページ等でご確認の上、ご来館ください。

開館時間　9:30～17:00（入館は16:30まで）
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近代美術館 葉山
～４/９

上田義彦 いつも世界は遠く、

上田義彦（うえだ・よしひこ/1957–）は、活動開始から自然や都市の風景、著名人

のポートレイト、広告写真など幅広い分野で活躍を続けてきた写真家です。瞬間を

捉える感性と卓越した技術で、時代とともに変化する作風ながら普遍的な美を作品

に込め、国内外で高い評価を得てきました。公立美術館で20年ぶりとなる本展では、

代表作や未発表の初期作品から最新作まで、自らが現像・プリントを手がけた約

500点を通じ、その40年の軌跡を辿ります。

若江漢字とヨーゼフ・ボイス

撮影されたボイスの記録、そして共振

若江漢字（わかえ・かんじ/1944–）は、

1970年代のドイツ滞在を機にヨーゼフ・ボ

イス（Joseph Beuys/1921–1986）の芸術

に共鳴し、彼と交流するなかで、ボイス作

品をはじめとする現代美術の収集と展示な

ど、自らの創作活動と並行して芸術と社会

を結ぶ行為を続けてきました。多くが初公

開となる記録写真と並行して二人の造形作

品を展示し、両者の共通項と独自性を考察

します。

11/15～2/23

これもさわれるのかな？

—彫刻に触れる展覧会Ⅱ—

2022年に開催した展覧会「これってさわれ

るのかな？」の第二弾です。コレクションを

中心とした彫刻に実際に手で触れ、さまざま

な形や質感などを体験することで「見る」だ

けではない作品の味わい方を探ります。（作

品保護のため、美術館で用意する手袋を着用

中西夏之 光の条件

中西夏之は、絵画を空間や身体との関係性

の中で独自に実践した戦後日本を代表する

画家のひとりです。今年は、鎌倉新館で発

表した晩年の代表作〈着陸と着水〉シリー

ズの第1作から30年を迎えます。本展では、

新収蔵された同シリーズ第2作となる大作

《紗幕孔穿》を中心に、〈二ツのリンゴ〉

などを当館で初展示し、この画家における

福田尚代 あわいのほとり

福田尚代（ふくだ・なおよ/1967–）は、「世

界は言葉でできている」という独自の思索を、

言葉と美術によって探求してきました。本展

では、こうした福田の創作世界を、会場の空

間をとりこんだインスタレーションによって

展覧します。

日本画コレクション再発見と

片岡球子「蔦屋重三郎の浮世絵師たち」

当館の日本画コレクションから、館内では初

公開となる作品や、約20年ぶりの出品となる

作品を改めて紹介します。また、特集として

片岡球子の〈面構（つらがまえ）〉シリーズ

から、蔦屋重三郎に関連する浮世絵師たちを

描いた屏風を展示します。

4/12～6/29

木茂（もくも）先生の挿絵考

併陳：近代の洋画

木茂（もくも）先生こと、明治美術の研究

者で愛書家の青木茂の旧蔵書として当館に

収蔵された約１万冊の「青木文庫」を紹介

する展覧会。2024年度に続く今回は、明治

から昭和初期までの「挿絵」や「漫画」に

関する書籍、雑誌、挿絵原画を特集します。

これらと時代を合わせ、浅井忠、黒田清輝、

藤島武二、中澤弘光、そして岸田劉生らに

4/26～7/21

没後10年 江見絹子

江見絹子（えみ・きぬこ/1923–2015）は、

日本人女性として初めてヴェネチア・ビエ

ンナーレ（第31回・1962年）に出品した画

家です。ヴェネチア・ビエンナーレの出品

作全点を中心に、没後10年となる江見の代

表作を展覧します。

11/15～2/23
川口起美雄

Thousands are Sailing

川口起美雄（かわぐち・きみお/1951–）は、

目に見えないものは描かず、目に見えるも

のを描いて誰も見たことがない風景を現出

する作家です。本展では、1970年代に制作

された初期作品から初公開となる新作まで

を展示し、半世紀に及ぶ創作の軌跡をたど

11/1～2/1

8/2～10/19

4/12～6/29

2/21～5/17

7/19～11/3

内間安瑆・俊子展

3/7～5/31

たいせつなものII—近年収蔵の彫

刻・立体作品から—

3/7～5/31


